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2つ

J

は

し
が

き

挫

折
に

た
い

す
る

中
共
の

見
解
と

日

本
人

研
究
者
の

見
解

m

中
共
中

央
の

見
解

仏

日

本
人

研
究
者
の

挫
折
要
因
の

分
析

大
躍
進
を

作
り

あ

げ

た

力

蓄
積
メ

カ

ニ

ズ

ム

か

ら

み

た

挫

折
の

要
因

m

瓦
解
を

内
包
し

た

農
民
の

集

団
的
投
資

仏

地

方
小
二

業
の

挫
折
の

要
因

榔

未
解
決
の

商
品
化
食
糧
の

慢
性
的
不

足

仙

ソ

連
の

経
済

･

技
術
協
定
の

破
棄

結

語
に

か

え
て

は

し
が

き

小

島

麗

逸

中
国
が

め

ざ

す

社

会
主

義
が

､

重
工

業

優
先

政

策
と

呼
ば
れ

た

ソ

連
型

経
済
と

は

大
い

に

異
な

り
､

農
村

人
民

公

社

建
設

を

基
軸

に

し

た

新
し
い

社
会
主

義
を

建
設

し
っ

つ

あ

る

と
い

う
こ

と

は
､

今
日

､

ほ

ぼ
､

常
識
化

し
っ

つ

あ

る
｡

そ

の

原
型
は

延

安
解

放
区

に

あ

り
､

政

策
体

系
が

で

き

あ

が

る

の

が

大
躍
進
期

(

一

九
五

七

年
冬
～

一

九
六

〇

年
前

半

年
)

で
､

政

策
が

根
付

く
の

は

文

化

大

革
命
以

後
で

あ
る

と
い

う
こ

と

も
､

一

般
的
な

理

解
に

な

り

つ

つ

(

1
)

あ
る

｡

筆
者

白
身

､

従

来
､

こ

の

点

を

強

調

し
て

来

た
｡

こ

の

新

し
い

社

会
主

義
を

建
設

す
る

た

め
に

､

大

躍

進
の

挫
折

､

文

革
と

い

う
い

わ

ば

大
革
命
を

経
な

け

れ

ば

な

ら

な

か

っ

た
｡

一

旦

で

き

あ

が

っ

た

政

策
体

系
が

何

故
挫
折
し

た

の

か
､

そ

し
て

文

革
後
は

そ

れ

が

若
干

修
正

さ

れ

た

と
は

い

え
､

何
故
根
付
い

た

の

か

を

明

ら

か

に

す
る

こ

と

は
､

政

策
体

系
全

体

を

浮
き

彫

り

に

す

抒
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る

た

め

に

も
､

ま

た
こ

れ

か

ら
の

中

国
経
済
の

発
展
過

程
を

予

測

す
る

上

で

も

重

要
で

あ

る
｡

そ

こ

で
､

本

稿
ほ

挫

折
の

要
因
を

､

経
済
建
設
の

た

め
の

蓄
積

メ

カ

ニ

ズ

ム

を

焦
点
に

し
て

､

検
討
す
る

｡

挫
折
過

寝
を

公

表
す

る

こ

と

自

体
､

政

治

問

題
が

か

ら

む

の

で

発
表

資
料
は

少
な
い

｡

し

た

が

っ

て
､

仮
説
と

し
て

残
さ

ざ

る

を

え

な
い

部
分
が

あ

る
｡

こ

の

点
､

読
者
に

あ

ら

か

じ

め

了

解
を

求

め
て

お

き

た

い
｡

1

挫
折
に

た

い

す
る

中
共
の

見

解
と
日

本
人

研
究

者
の

見
解

川

中
共

中
央
の

見
解

国
民

経
済
全

体
が

下

降
か

ら

回

復
に

向
か

っ

た

頃
の

一

九

六
二

年
九

月
､

中
共
八

期
一

〇
中

全

会
が

開
か

れ

た
｡

一

〇

中
全

会
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

は

つ

ぎ

の

よ

う
に

述
べ

て

い

る
｡

｢

過
去

数

年

連

続
し

て

遭
遇
し

た

深
刻
な

自
然
災
害
お

よ

び

わ

れ

わ

れ

自
身
の

や

り

方

の

中
に

欠
点

と

錯
誤
が

あ
っ

た
｡

国
民

経

済
の

情
況

は
､

昨
年
は

(

2
)

一

昨
年
よ

り

よ

く
､

本
年
は

昨
年
よ

り
よ

く

な

ろ

う
+

｡

一

〇

〇

年
来
の

大

草

魅
と
い

わ

れ

る

自
然
災
害
と

各
分

野
の

政

策
の

失

敗

を

あ

げ
て

い

る
｡

当

時
は

､

中
ソ

論
争
が

公

然
化

し
て

い

な
か

っ

た

の

で

ソ

連
の

経
済

､

技
術
協
定
の

破

棄
と
い

う

背
信

行
為
は

ふ

せ

ら
れ

て

い

た
｡

の

ち
に

こ

れ

が

加

わ

り
､

三

つ

が

大

躍

進

挫

折

朗

の

要
因
と

し
て

あ
げ

ら

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

一

九
六

〇

年
以

来
､

農
業
の

経
済
全

体
に

も
つ

｢

六

点

作
用
+

が

強
調
さ

れ

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

農
業
人
口

が

八

〇
%

､

農
業
が

全

加
工

工

業
原

料
の

四

〇

%
･

軽
工

業
原

料
の

八

〇

%

を

供
給

､

農
村
が

消

費
財
の

六
五

%
を

吸

収

す
る

､

輸
出
の

三

分
の

二

は

農

産
物
お

よ

び

農
産
物
加
工

品
で

あ

る

等
々

を

基

礎
に

､

｢

六

点

作

用
+

は
つ

ぎ
の

内
容
に

整
理

さ

れ

る
｡

①

都
市
へ

の

食

糧
の

供

給

②

工

業
原

料
の

供

給

⑧

労
働
力
の

供
給
.

④

農
村
が

も
つ

工

業
製
品
の

市
場
の

役
割

⑤

建
設
資
金
の

提
供

⑥

輸
出
品
の

供

給

｢

六

点

作
用
+

と

は
､

要
す

る

に
､

｢

農
業
余
剰
が

エ

業

建

設

の

限

界
を

決
定

す
る
+

と
い

う
命
題
に

伯
な

ら

な
い

｡

こ

の

議
論

は
､

そ

れ

ま

で

の

一

面

的
な

重
工

業
優
先

政

策
か

ら

｢

農
業
を

基

礎
と

し
､

エ

業
を

主

導
と

す
る
+

基
本
方

針
へ

の

移
行

を

理

論
づ

け
る

た

め
に

整
理

さ

れ

た

も

の

で

あ

る
｡

こ

の

背
後
に

ほ
､

農
業
の

大
減
収

と

い

う

事
態
が

あ

っ

た

こ

と
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ほ

説
明

を

要
し

な
い

｡

中

共

中

央
は

前
記
二

つ

の

要
因
か

ら

農
業

生

産
が

後
退
し

､

び

い

て

は

国
民

経
済
全

体
が

後
退
し

､

ソ

連
の

背
信
行
為
が

事
態
の

悪
化
に

拍

車
を

か

け

た

と

と

ら

え

て

い

る

よ

ゝ

フ

だ
｡

他

日

本
人
研

究
者
の

挫

折
要
因
の

分

折

寡
聞
で

は

あ

る

が
､

挫
折

要
因
を

指
摘
し
て

い

る

研

究
に

つ

ぎ

の

も
の

が

あ

る
｡

①

石

川

滋
｢

資
本

蓄
積
と

技
術
選
択
+

､

同

編
『

中

国

経

済

発
展
の

統
計
的

研

究
Ⅲ
』

､

ア

ジ

ア

経
済
研

究

所
､

一

九

六

二

年
一

一

月
｡

②

尾
上

悦
三

『

中

国
経

済
入

門
』

､

日

本

実

業

出

版

社
､

一

九
七

一

年
､

一

〇
七

-
一

〇

八
ペ

ー

ジ
｡

③

河

地

重

蔵
『

毛

沢

東
と

現
代
中
国
』

､

ミ

ネ

ル

ヴ
ァ

書
房

､

一

九

七

二

年
｡

④

杉

野
明

夫

『

中
国

社

会
主

義
の

展

開
』

､

､

､

､

ネ

ル

ヴ
ァ

書

房
､

一

九

七
一

年
､

一

八

〇
ペ

ー

ジ
｡

⑤

中
西

功
『

中
国
革
命
と
毛

沢

東
思

憩
』

､

青

木

書

店
､

一

九

六

九

年
､

八
二

-
八
五

ペ

ー

ジ
｡

⑥

藤
村

俊
郎

『

中

国
社

会
主

義
革
命
』

､

亜

紀

書

房
､

一

九

六
八

年
､

七

七

-
九
五

ペ

ー

ジ
｡

⑦

山

岸
猛
｢

中
国

手
工

業
の

変
革
過

程
に

お

け

る

諸

問
題
+

現

代
中
国
学

会

編

『

現

代
中

国
』

､

第
四

八
･

四

九

合

併

号

一

九
七

四

年
｡

⑧

山
本

秀
夫

｢

人

民

公

社
と

農
業
生

産
力

の

性

質
+

､

同

編

『

第
二

次
五

カ

年
計
画

期
の

中
国

経
済
』

､

ア

ジ

ア

経

済

研

究
所

､

一

九

六
五

年
｡

⑨

山

之

内
一

男
｢

中
国
の

社

会
主

義

経

済
+

､

岡

稔
､

竹

浪

祥
一

郎
､

山
之

内
一

男
編
『

社

会
主

義
経

済

論
』

､

筑

摩

書

房
､

一

九
六

八

年
､

一

三

九

1
一

四

〇
ぺ

1

ジ
｡

こ

の

中
で

､

蓄

積
問
題
に

関
係
す

る

の

は
､

①
､

②
､

⑥
､

⑦
､

⑨
で

あ

る
､

こ

れ

ら
ほ

さ

ら
に

二

つ

の

グ

ル

ー

プ

に

分
け

ら
れ

る
｡

一

つ

は

中

共
中

央
の

三

つ

の

挫
折
要
因
を

基
礎
に

し
て

い

る

も

の
､

他
の

一

グ

ル

ー

プ

は

個
別

問
題
を
あ

つ

か

っ

て

い

る
｡

第
1

表
に

こ

こ

で

と
り

あ

げ
る

論
者
の

論
点
を

整
理
し

て

お

い

た
｡

中
共
中

央
の

見
解
に

㈲
を

入

れ

て

お

い

た
｡

説
明
は

す
で

に

述

べ

た

通

り
で

あ
る

｡

第
一

グ

ル

ー

プ

の

外

的
要
因
に

つ

い

て

ほ

共

通

し
て

お

り
､

筆
者
も

異
論
は

な
い

｡

内

部
要
因
で

ほ
､

藤
村
論

文
の

み

が

主

体

的

条
件
と

政

策
担
当

者
の

指
導
思

想

又

は

指
導
方

法
に

つ

い

て

指
摘
し
て

い

る
｡

中
･

小

工

業
の

挫

折
に

た

い

す
る

見
解
は

､

尾
上

､

山
之

内
､

朗
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せ

治

せ

騒
け
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皿

詩
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場

N
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停
滞
ト
8
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漁
叩

削

沸
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ヨ

が
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山
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ヾ
〕
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→

恥

苛
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芦

恥
細

枠
取
8

藤
払
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N
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歌
姫
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バ

戦
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細

卜
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沖
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鮮
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繁
沖
卦
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炒
瓦

執
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半
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チ
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粋
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軸
8
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評
l ､
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鮒
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什
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片
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H
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山
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蛍
渉
好
戦

m

隷
8

姻
港
市

ゆ
好
｢

抒

菅

J

汁
.

中
･

汁
雑
森
村

汁
浄
曽
加
法

常

山
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富
市

u
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†

融
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伊

汁
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油
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廿
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廿
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萌
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与
H
湘
d

芦

菊
瀬
戸

ゆ
甘

抒
√
ノ

湘
曲
抽

d
-

恥
茸
H
湘

､

汀

彗
白
ハ

句
か

羊

汁
.

N
･

匡
拙
8

与
H
池
叫

〃

せ
也
作

㊦

藩
治
吋

浄
J

汁
t

藩
顎
召
鵡
1
茸
浮
汁
凝
岸

彗
8

咄
H
池
ゆ
､苛
→

汀

8

H
淑

叩

蒜
敬

啓

=

匝

r

汁

菅
.

-
.

帥
醍
ヰ
叫

汁

H

什

N
一

諏
淵
け

㊦

功
一

掛

塾
.

山
●

無

頼
8

咄
H
泄
甘

か

㊦

訝

湘
哲

人

講

梓
｢

汁

ロ

ト
一



( 6 1 ) 大 躍 進 の 挫折 と そ の 要因

石

川

論
文

と

も

共
通

し
て

い

る
｡

し

か

し
､

出

版
の

時

期
と

論
証

の

精
緻
さ

か

ら
い

っ

て
､

石

川

論
文
が

理

論
的

根
拠
を

与
え

､

尾

上
､

山
之

内

両

氏
は

､

引
用

は

な
い

が
､

そ

の

理

論
を

受
け

入
れ

て

い

る

と

考
え

ら

れ

る
｡

石

川

論
文

が

書
か

れ

た

の

は
一

九

六
一

年
か

ら

六
二

年
に

か

け
て

で

あ

り
､

農
村
中
･

小
工

業
の

崩
壊
を

日

本
で

提
示

し
た

最
初
の

論
文
で

あ

る
｡

論
点

は

つ

ぎ
の

と
お

り

で

あ
る

｡

ま

ず
､

大

躍

進
期
の

農
村
工

業
の

経
緯
を

総
括
し

て

い

う
｢

重

要
な

変
化
は

た

だ

農
家
の

家

事
作
業
と

し
て

営
ま

れ

た

農
産
物

加

エ

が
､

商
品
生

産
に

転

化

し
､

農
機
具

､

農
薬

､

肥
料
な
ど

の

自

家

生

産
の

若

干
の

進
展
が

み

ら

れ

た

こ

と

な

ど
で

あ

ろ

う
｡

重

工

業
分

野
の

こ

の

間
の

い

ち
じ

る

し
い

小

企

業
分

野
へ

の

進

出
は

人

民

公

社
工

業
に

は

ほ

と

ん

ど

足
跡
を

残
し

て

い

な
い

の

で

あ

る
+

｡

こ

の

よ

う

な

結
果
に

な
っ

た

の

は

何

故
か

｡

小
工

業
方

式
は

成
長
率
を

極
大

化
さ

せ

る

に

は

不

合
理

で

あ

る

と
い

う
仮

説
的

結
果
を

つ

ぎ
の

二

つ

の

理

由
か

ら

う
る

｡

①

小

企

業
方

式
が

｢

技
術
的

･

採
算
的
に

不

適
当
な

業
種
に

ま
で

拡

大
さ

れ

た

こ

と
+

②

小

企
業
方

式
の

必

要
投
資
が

中

央
政

府
の

担
当

す
る

大
工

業
の

毅
資
を

食
っ

た

こ

と
｡

ま

ず
､

経

緯
の

総
括
で

は

事
実
の

誤

認
が

あ

り
､

手
工

業
､

人

民

公

社
工

業
､

県
工

業
を

含
め

て
､

生

産
財
工

業
が

最
も

著
し

く

_
▼

増
加
し

た
｡

と

く
に

農
業
生

産
財
工

業
は

急
増
し

た
｡

こ

れ

に

つ

(

3
)

い

て

は

別

稿
で

論
証

し
た

の

で

こ

こ

で

は

繰
返
さ

な
い

｡

一

九

六

三

年
頃
か

ら
､

農
村

小

発
電
所
の

建
設

と

農
機
具
工

場
の

建
設

が

再
び

新

聞

紙
上
に

登

場
し

始
め

､

文

革
以

後
､

地

方

小
工

業
は

急

速
に

成

長
し

､

と
く
に

｢

小

五

行
+

と

呼
ば

れ

る

貴
機
具
工

場
､

肥

料
工

業
､

セ

メ

ン

ト

工

業
､

炭
鉱

､

小

鉄
鋼
所
が

発
展
し
て

い

る
｡

い

ず
れ

も

｢

技
術
的

･

採
算
的
に

(

小

企
業
)

と

し
て

は

不

適
当
+

な

業
種
で

あ

る
｡

し

か

も
､

中
央
政

府
の

集
中

し

う
る

資

金
を

地

方
､

農
村
が

〝

食

う
形
″

で

伸
び

て

い

る
｡

そ

の

上
､

経

済

は

安
定
的
に

伸
び

て

い

る

の

で

あ
る

｡

と
な

る

と
､

文

革
以

後
の

事
象
を

同

じ

論
理
で

説
明
で

き
る

か

と
い

う
当

然
の

疑
問
が

湧
く

｡

二

つ

の

理

由
づ

け

は
一

見

し
て

明

ら
か

な

よ

う
に

､

国
内
に

一

層
の

ま

た

は

単
一

の

市
場
が

成

立

す
べ

き

だ

し
､

成

立
し

て

い

る

と
い

う

前
提
で

論
が

組
み

立

て

ら

れ

て

い

る
｡

だ

か

ら
､

鞍
山
の

よ

う

な

国
際

級
の

鉄

鋼

所
の

製
品
と

農
民

や

手
工

業
者
が

作
っ

た

人
の

身
体
の

高
さ

く

ら
い

の

高
炉
の

製
品
と

の

コ

ス

ト

比

較
が

出

て

来
､

そ

れ

に

ょ
っ

て
､

合
理

､

非
合
理
の

判
定

が

下

さ

れ

た
｡

農
業
の

後
退
に

つ

い

て
､

尾
上

論
文
ほ

言
う

｡

｢

新
し

い

農

法

朗



一

橋 論叢 第 七 十 二 巻 第
一

号 ( 6 2 ) 九

が

白

賂
の

変
求
に

合

致
し

な

か

サ

た
か

…
‥

二

九

六

〇

牛
に

は

失

敗
が

は

っ

き

り
し

､

ま

も

な

く

旧

農
法
を

再
建
す
る

こ

と
に

ょ

っ

て

事

態
を

収

拾
し

た
+

｡

山

之

内

氏
は

言

う
､

｢

慎
重
を

欠
い

た

品

種
改

良
や

輪
作
体

系
の

破

壊
な
ど

が

あ

り
､

自
然
災
害
に

ょ

る

被

害
を

大

き

く

し

た

こ

と
+

｡

新
品

種
の

慎
重

を

欠
い

た

導
入

に

ょ

る

失

敗

は

起
り

う
る

が
､

作
物
生

理

上
､

｢

慎
重

を

欠
い

た

品

種
改

良
+

な
ど

と
い

う

こ

と

は

け
っ

し
て

起
り

え

な
い

と

筆
者
は

考
え

る

の

で
､

そ

の

内

容
を

知
り

た

い

が
､

両

氏
と

も

説

得
的

な

説
明

を
し

て

い

な
い

｡

つ

ぎ

の

疑
問
を

提
示

し

た

い
｡

一

九

六
一

年
か

ら
､

重

要
な

農
業
地

帯

と

く
に

デ
ル

タ

地

帯
に

近

代

的
な

新
技
術
(

潅
漑
設

備
､

機

械
､

農
薬

､

肥
料
な

ど
)

を

選

択

的
､

傾
斜

的
に

投
入

す

る

方

針
が

と

ら

れ
､

こ

れ

が

安
定

回

復
へ

の
一

要
因
と

な
っ

た
｡

も

う
一

つ
､

国
表
の

投
資
に

仰
が

ず
､

ま

さ

に

大

躍

進

期
に

生
れ

た

ク

八

字

憲

法
″

(

農

業
技
術
の

総
体

を

意
味
し

､

土

壌
深
耕

､

肥
料

､

水

利
､

種
子

､

密

植
､

病
虫
害

防
除

､

工

具

農
具

改

良
､

管
理

の

技
術
革

新
を
さ

す
)

の

線
に

沿
っ

て

建
設

し

た

農
民
た

ち
が

い

る
｡

そ

の

代
表
者
は

大
纂
の

陳
永

貴
で

あ

る
｡

こ

の

グ

ル

ー

プ

は

大

胆

な

輪

作
体

系
の

改
編

を

行
い

､

農
地

の

基

盤

整
理

を

や

っ

て

来
た

｡

尾

上

氏

が

言

う

〝

旧

農
法
″

へ

の

復
帰
で

は

な

く
､

そ

れ

か

ら

離
脱

す

る

形
で

､

山

之

内

氏

的
に

言
え

ば
､

｢

輪
作
体

系
の

破

壊
+

を

佗

よ

り

実

行
す
る

こ

と
に

ょ

っ

て
､

安

定

的
な

農
業
生

産
を

実

現

す

る

に

い

た

っ

た
｡

こ

の

側
面

を

含
め

て
､

統
一

的
に

説
明

す
る

こ

と
が

で

き

る

で

あ

ろ

う
か

｡

さ

ら
に

､

文

革
以

後
､

新
し
い

農
法

を

め
ざ

す

技
術
体

系
た

る
〝

八

字

意
汝
″

が
､

農
業
発
展
の

基
本

綱

領
に

な
っ

て

い

る

が
､

大

躍
進
期
に

農
業
生

産
を

そ

れ

ほ

ど
ま

で

に

後
退
さ

せ
､

破

壊
し

た

も
の

が

綱
領
と
な

り

う
る

で

あ

ろ

う
か

｡

2

大

躍
進

を

作
り

あ
げ

た

力

(

4
)

大

躍

進
を

作
り

あ

げ

た

最
も

大

き

な

カ
は

農
民
の

集
団
的

投
資

の

爆
発
的

増
大
で

あ

る
｡

こ

の

集
団

的
投
資
は

労
働
蓄

積
と

資
金

投
資
の

二

つ

が

あ

り
､

と

く
に

前
者
が

天
文

学
的
数
字
に

の

ぼ
っ

た
｡

大

躍
進

運
動

発
祥
の

地
､

河

南
省
か

ら

生
々

し
い

当

時
の

情
況

(

5
)

を

開
こ

う
｡

｢

一

九
五

七

年
下

半
期

､

許
昌
寺
区

は

全

国
と

同

じ
ょ

う
に

､

農
業
生

産
戦
線
上

で

壮
烈
な

史
上

未
曾
有
の

全

面

的

な

大

躍

進
の

高
潮
を

作
り

出
し
た

｡

広
大

な

大

衆
が

こ

ん

回
の

運

動

一

で

示
し

た

努
力

と

熱
意
は

､

ま

さ

に
､

驚
天

動
地

の

気
概
に

あ

ふ

れ

て

い

た
｡

運

動
が

始
っ

て
､

ま

も

な

く
､

水

利

建
設



に

参
加
し

た

労
働
力

は

九

五

%

以

上
に

達
し

､

夜
間
の

参
加

も
一

〇

〇

万

人
を

下

ら

ず
､

昼

間
の

参
加

者
の

八

〇

%
に

及

ん

だ
｡

…

…

こ

の

運

動
が

最
高
潮
に

達
し

た

時
は

､

男
女
の

一

般
･

半

労
働
力
の

出
勤
以

外
に

､

児
童

､

老

人
､

さ

ら
に

､

二

万
五

〇

〇

〇

人
の

失

明

者
ま

で

も
､

が

ん

ば
っ

て

生

産
運

動
に

参

( 6 3 ) 大躍 進 の 挫 折 と そ の 要因

第2 蓑 1 9 5 8
,

5 9 年 の 水 利建 設 評価

同家 の 基 本建設
投資額

小 工事原単位 に

よ る評価甑 (参
大型 工事原単位
に よ る矛糾西鶴(参

工 事量 (移動 さ

せ た 土石量〕 ①

1 2 6 . 4 億元

2 1 4 . 4 憶元

2 6 7 . 0 億元

( 8 . 0 4 億 元)

1 7 4 臆元

3 6 憶元

(2 6
.
8 億元)

5 8 0 億元

1 3 0 億元

(2 6 . 8 憶 m
3
)

58 0 億 m
3

1 3 0 億 m 3

1 9 5 7

1 9 5 8

1 9 5 9

1 9 6 0

出所 : ① 拙稿 ｢ 大躍進 政策 の 形成過程+ 『ア ジ ア産 済』,
1 9 6 9

,
N o . 1 2

.

p
. 5 7

.
57 年 の 括弧 内をま推 計量 .

㊤ 渡 河の国 家投 掛こ よ る工事の 工事量 と費用 の 関係 は 大体 1 m
8

1 元

⑦ 民 間の 小型水利 工事 ,
1 m

3
0 . 3 の 費用 , (ア新華半月刊』,

1 9 5 8 ノ N o ･

1
, p . 1 0 7)

加
し

た
｡

こ

れ

は

全

く
､

歴
史
上

､

か

つ

て

な

か

っ

た

こ

と
で

あ

る
｡

彼
ら

の

毎

日

の

労
働
時
間
は

平

均

一

五

時
問
前
後
に

達

し
た
+

こ

の

よ

う
な

熱
気
が

全

国

を

覆
っ

た
｡

こ

の

波
ほ

地

方

都
市
か

ら

中

央
へ

押

し

ょ

せ
､

政

府

全

体
の

政

策
を

か

え

さ

せ

た

の

で

あ

る
｡

第
2

表
に

､

水

利
建

設
だ

け
に

動

員
さ

れ
､

蓄

積
さ

れ

た

労
働
量
を

推
計
し

て

お

い

た
｡

国

家
の

基
本

建
設

投
資

に

比

較
し
て

そ

の

規
模
の

壮

大
さ

が

わ

か

る
｡

3

蓄

積
メ

カ

ニ

ズ

ム

か

ら
み

た

挫

折
の

原

因

川

瓦

解
を

内

包
し

た

農
民
の

集

団

的
投
資

天
文

学

的
な

数
字
に

上
る

集
団

的

投
資
は

三

つ

の

瓦

解

要
因
を

内

包
し

て

い

た
｡

第
一

は

異
常
な

労
働
強

化
､

第
二

は

農
業
部

門

か

ら

非
農
業
部
門
へ

労
働
力

を

引

き

あ

げ

す
ぎ

た

こ

と
､

第
三

は

婦
人

労
働
力
の

解
放

が

物

質
条
件
か

ら

維
持
し
ぇ

な
か

っ

た

こ

と

で

あ

る
｡

第
一

点
は

す
で

に

先

の

引
用

で

み

た
｡

連
日

一

五

時
問
に

及
ぶ

労
働
は

長
つ

づ

き

し

よ

う
が

な
い

｡

一

九
五

九

年
に

入
る

と
､

初

期
の

労
働
強
化
に

つ

い

て

修
正

が

加

え

ら

れ

た
｡

･

第
二

点

は

農
村

労
働
に

は

種
々

な

も

の

が

あ

る
｡

狭

義
の

農

業
･

副
業
の

他
に

､

水

利
､

道
路
建
設

､

梯
田

作
り

の

農
地

基

盤

整
理
へ

の

投
入

､

さ

ら
に

､

農
村
の

手
工

業
･

工

業
へ

の

労

働
投

入

な

ど
｡

大

躍

進
期
の

特
徴
は

､

圃
場
以

外
の

場
所
に

多
く
の

労

働
力
が

投
入

さ

れ

た

こ

と
で

あ
る

｡

絶
対

量
か

ら

言
え

ば
､

お

そ

ら

く
､

五

七

年
以

前

よ

り

多
く
の

労
働
量
が

圃
場
に

投
入

さ

れ

て

い

よ

う
｡

深
耕

､

土

壌
改

良

運

動
が

大
々

的
に

展
開
さ

れ

た

か

ら

郎
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第 3 表 農 村 に お け る 圃 場, 非圃 場 に た い す る 労働 力投 入 比 の 推 移

時 期【範 囲 佃業 ･ 副題l 宗学童驚警誓)

( 水

l 貴 村 工 業 】そ の 他

5
.

8 %

水利 の み 1 億人 (3 6 % )

製鉄の み に 1 億 (3 (; % )

1 5 %

3 . 5 %

2 0 %

人民 公社工 業の み 2 %

9 0ヲる

5 0 %

7 5 %

7 0 ･ - 8 0 %

8 0 % 以上

71 %

全国 2 2 8 合作社

全国

全国

全国

広東省5 9

全国( 指示)

全国

駅西省

全国( 指示)

1 9 5 7 (彰

1 9 5 8 年 1 月㊤

1 9 5 8 年下半期

1 9 5 9 年全 年⑨

1 9 5 9 年 2 月④

1 9 5 9 年 8 月⑤

1 9 6 0 年前 半(む

1 9 6 0年 1 2 月在)

1 9 6 1年 5 月④

出所 : ① F 統 計研究』 資料崇 ｢ 1 95 7 年 2 2 8 個農業生産合作社収益分配典型調査 資料+ 『新 華 半 月 刊』,
1 9 5 8

,

N o , 1 8
, p . 9 ヰ.

㊤ イし1き作表 ｢ 四個月的成就等於 4 (氾0 年的 1 年+ 『新華半月刊』,
1 9 5 8

,
N o .

5
, p . 6 4 .

⑨ 痛 治国 ｢ 如何解決今年農業生産数線上労働不足問題+ 『経済研究血 1 9 5 9
,
N o .

3
, p .

3 9
.

④ 陶鋳報告 『新華半月刊』,
1 9 5 9

,
N o .

8
.

⑤ 中共 中央八 期八 中全会公報 .

⑥ 李成端 ,
左春台 ｢ 人民 公社 工 業的創建軍団和発展+ 『紅塵玩』,

1 9 6 1
,

N o .
8

, p .
2 5

.

⑦ 張徳生報告 『人民 日報』1 9 6 0
,

1 2 1 2
, p .

7
.

㊥ ｢ 豊村人民公社工作条例 草案+ .
1 9 6 1 年 5 月 .

で

あ

る
｡

し

か

し
､

割
合
で

い

え

ば
､

一

九
五

八

年
の

一

時
期
は

､

鎚

狭
義
の

農
業
へ

は

四

〇

～

五

〇

%

し
か

投
入

さ

れ

な
か

っ

た

の

で

は

な
い

か
｡

第
3

表
に

断
片

的

な

数

字
で

は

あ

る

が
､

農
村
総
労

働
に

お

け

る

圃

場
･

副
業
へ

の

投

入

比

を

集
め

て

お

い

た
｡

大

躍

進
挫

折
を

農
業
部
門
か

ら

労
働
力

を

引

き

揚
げ

す

ぎ
た

こ

と
に

求

め
て

い

る

の

は

山
之

内
､

山

岸

論

文
で

あ

る

が
､

こ

の

場
合
は

正

確
に

は
､

農
村
か

ら

都
市
へ

の

労
働
移
動
を

含
意
し

て

い

る
｡

こ

の

移

動
が

挫
折
に

関

係
す
る

の

は

の

ち
に

述
べ

る

商
品

化

食
糧
の

不

足
に

拍
車
を

か

け

た

点
の

方
が

大
き
い

｡

農
業
生

産
の

後
退
の

原

因
に

は
､

農
村
内

部
で

の

圃
場
か

ら

山

川

沼
沢

､

農

村
工

業
､

福
祉
事
業
へ

の

労
働
力

配
置

転
換
を

考
え

る

ぺ

き

だ
｡

一

九

五

七

年
ま
で

は

平
均

的
に

九

〇

%

前
後
の

農
村

労
働
量
が

農
業

･

副

菜
に

投
入

さ

れ

て

い

る
｡

農
村

労
働
力

人
口

は

大

体
二

億
八

〇
〇

〇
万

か

ら
三

億
と

推
計

さ

れ

る

か

ら
､

一

九

五

七

年
冬

か

ら

五

八

年
冬
ま
で

の
一

年
間
は

､

水

利
だ

け
に

一

億
人

､

製
鉄

だ

け
に

一

億
人
の

参
加

者
が

あ

る

の

で
､

農
業

･

副
業
へ

の

投
入

は

四

〇
～

五

〇

%
に

な

ろ

う
｡

一

九
五

九

年
八

月
の

鷹
山
会

議
で

七

〇
～

八

〇

%
の

労
働
量
が

農
業
に

投
入
さ

れ

る
べ

し

と
い

う
方

針
が

出
さ

れ

た
｡

そ

れ

以

後
､

六

〇

年
に

は
､

農

村
工

業
に

は

三
･

五

%
､

六
一

年
五

月
に

二

%

ま
で

の

投
入
を

上

限

と

す
る

指



( 6 5 ) 大 躍 進 の 挫 折 と そ の 要因

示
が

出
さ

れ

た
｡

こ

の

指
示
に

も

か

か

わ

ら

ず
､

一

九

六

〇

年
一

二

月

農
村
工

業
に

二

〇
%

の

労
働
力
が

投
入

さ

れ

て

い

る

駅

西

省

も

あ

る
｡

さ

ら
に

､

投
入

す
る

労
働
の

質
で

あ

る

が
､

農
業
国
場

に

中
核
的
な

労
働
力
を

投
入

し
､

そ

の

他
の

部

門
に

老

人
､

子

供

(

6
)

な

ど
の

半

労
働
力
を

投
入

す
る

よ

う

数
量

さ

れ

た
｡

こ

れ

は
､

大

(

7
)

躍
進
初
期
の

広
東
省
委
員
会
の

決

定

と

逆
で

あ

る
｡

同

委
員
会
の

決
定
は

各

合

作
社
の

中
核
的

労
働
力

を

組
織
し

､

長

期
に

山
に

派

遣
し

､

山
区
の

開

発
を

行
わ

し

め
る

と
い

う
も
の

だ

っ

た
｡

大
躍
進
は

､

農
地

基
盤
整

理

部
門
へ

の

莫
大

な

労
働
力

投
入

か

ら

始
り

､

つ

ぎ
に

､

島
村
工

業
､

第
三

に
､

圃
場
へ

の

投
入
に

ょ

り

形
成

さ

れ

た
｡

一

九
五

九

年
以

後
､

労
働
力
を

前
二

部
門

か

ら

少
し

ず
つ

第
三

部

門
の

圃
場
へ

移
し

始
め

た
｡

こ

れ

が

大

躍
進
の

二

本
の

柱
､

山

川

沼
沢
の

開

発
と

農
村
工

業
化
を

衰
退
さ

せ

た

大

き

な

要
因
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う

な

労
働
力

投
入

部

門
の

移
行
を

も

た

ら

さ

ざ
る

を

え

な

く
し

た

要
因
は

何
か

｡

お

そ

ら

く
､

農
業
不

振
の

兆

候
､

と

く

に
､

辛
魅
の

発
生
に

と
も

な

う

農
作
物
管
理

､

再

植
え

か

え

な
ど

に

莫
大

な

労
働
需
要
が

発
生

し

た

の

か

も

知
れ

な
い

｡

第
三

点
､

大
躍
進
の

莫
大
な

労
働

力
動

員
は

婦
人
の

家

庭
か

ら

の

解

放
に

ょ
っ

て

可

能
と

な
っ

た
｡

こ

れ

は
､

公

共

食
堂

と

託

児

所
､

養
老

院
な
ど
の

設

立
に

ょ

っ

て

維
持
さ

れ

た
｡

つ

ま

り
､

婦

人

労
働
力

を
､

家

庭
労
働
と

育

事
労
働
か

ら

解
放

す
る

こ

と

に

ょ

っ

て

可

能
に

な
っ

た
｡

し
か

し
､

大

躍

進

後
期
に

は
､

燃
料
不

足

と

食
糧

消
費
量
の

増
大
に

ょ

っ

て
､

公

共

食
堂

と

託

児

所
な

ど

の

福
祉

事
業
が

維
持
で

き

な

く

な
り

､

婦
人
は

再
び

家

庭
に

戻
ら

ざ

る

を

え

な

く

な
っ

た
｡

こ

れ

が
､

労
働
力
の

動
員
能
力

を

著
し

く

低
下

さ

せ
､

大
躍
進
の

挫
折
に

つ

な
が

っ

た
｡

婦
人
の

解
放
は

二

回

の

革
命
を

経
過
す

る
｡

第
一

回
は

､

婦
人

が

男
子

と

同

じ
ょ

う
に

人

間
扱
い

さ

れ

る

よ

う
に

な
る

革
命

､

中

国
で

は
一

九
五

〇

年
の

婚
姻
法

が

そ

れ

で

あ
る

｡

第
二

回
の

革
命

は
､

家

庭
か

ら
の

解

放
で

あ

る
｡

大

躍

進
期
は

､

じ
つ

に
､

こ

の

第
二

回

目
の

解

放
を

い

っ

き
に

や

り

と

げ

よ

う

と

し

た

の

で

あ

る
｡

旧

中
国
の

婦
人
の

地

位
は

社

会
の

底
辺
に

あ
っ

た
｡

毛
沢

東
の

(

8
)

有
名

な

分

析
が

あ

る
｡

中

国
の

農
村

婦
人
は

四

樺
に

支

配
さ

れ

る
｡

国

家
の

政

治

権
力

､

家

父

長
の

権
力

､

種
々

な

迷
信
系
統
の

神

権
､

男
子
の

権
力
た

る

夫

権
の

四
つ

で

あ
る

｡

そ

の

実

態

ほ
､

｢

離
不

開
三

台
+

で

あ

る
｡

三

台
と

は

磨
台

､

(

石
臼
)

､

鍋
台
(

カ

マ

ド
)

､

井
台
(

井
戸
)

ま

た

は

と

こ

ろ
に

ょ

っ

て

坑

台

(

オ

ン

ド

ル

)

｡

こ

の

三

台
か

ら
一

生

離
れ

ら
れ

な
い

と
い

う
の

で

あ

る
｡

何

百

年

も

競
い

て

来
た

女

性
の

地

位
を

こ

れ

ほ

ど

見
事
に

表
現

し
て

い

る

朗
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言
葉
は

な
い

｡

一

九
五

〇

年

代
前
半

､

合
作
社

化
の

進

展
に

と

も

な
っ

て
､

婦

人
の

農
業
生

産
に

参
加

す

る

比

率
は

少
し

ず
つ

高
ま

っ

て

は

来
た

｡

し

か

し
､

五

七

年
ま

で

に

大

勢
は

家

庭
に

縛
り

つ

け

ら
れ

た

ま

ま

で

あ

っ

た
｡

そ

れ

は
､

婦
人

が

家

庭
か

ら

解
放
さ

れ

る

に

は

二

段

階
の

準
備
過

程
が

必

要
で

あ

る

か

ら
で

あ

る
｡

第
一

段
階
の

準
備

過

雀
と
は

､

食
品
加
工

工

業
の

発

展
､

飲
料
水
の

取

得
箇
所
が

近

く
な

る

こ

と
で

あ

る
｡

一

般
に

､

前
近

代
の

社

会
で

は

米
を

焚
く

の

に

粗
の

脱
穀
か

ら

始
め

る
｡

餃
子

を

作
る

の

に

家

庭

内

製
粉
か

ら

始
め
ね

ば

な

ら

な
い

｡

カ

ッ

プ

ヌ

ー

ド

ル

を

三

分

間
あ
た

た

め

る

だ

け
で

食
卓
に

の

せ

る

の

と

は

違
う

｡

こ

の

加
工

過

巻
が

社

会

化
さ

れ

れ

ば

さ

れ

る

だ

け
､

主

蘇
の

家

庭
労
働
は

減
少
す
る

｡

家

畜
も

解

放
さ

れ

る
｡

そ

れ

だ

け

野
良
へ

出
る

時

間
を

延
長
出
来
る

｡

し

か

し
､

た

と

え

精
米
ま

で

の

工

程
が

社
会
化
さ

れ

た

と

し

て

も
､

各

家

庭
で

食
事
を

す
る

形
式

で

は

主

婦
は

男
子

と

同

等
に

家

庭
か

ら

解

放
さ

れ

る

こ

と

に

は

な

ら

な
い

｡

男
子
の

何
分
の

一

し

か

社

会
的
労
働
に

は

参
加
で

き

な
い

か

ら
で

あ

る
｡

い

わ

ば
､

半

解

放
の

状
態
で

あ

る
｡

食
堂
が

成

立

し
て

始
め

て

家

事
労
働
の

基

本
的

な

部

分
か

ら
の

解
放
が

行
わ

れ

る

の

で

あ

る
｡

こ

れ

が

第
二

段
階
で

あ

る
｡

公

共

食
堂
の

成
立

の

た

め

に

は
､

農
村
で

は

集
落

第1 図 婦人 の 社 会 的 労働 へ の 参加

覚

更
作

∂6

て
､

ゝ

二言雀斤

エ::⊃

/
ヽ
′

.ヽ

1

か

ま
ど
か

ら
エ

作
機
械
振
作
へ

大

き

な

変

化

出所: 『中国婦女』1 9 5 8
,
N o .

9
, p .

8
.

形
態
が

問
題
と

な
る

｡

先
に

引

用
し

た

河

南
省
許
昌

専
区

で

は

居

住
地

を

水

利
工

事
現

場
に

移
す
こ

と
に

ょ

っ

て

成

立

さ

せ

て

い

る
｡

中

国
は

集
村
と

散
村
と
が

あ

り
､

集
村
は

食
堂
成

立
に

は

容
易
で

あ

る

が
､

散
村
で

ほ

生

産
現

場
(

圃
場
)

と

食
堂
及

び

休
息
を

と

る

家

庭
の

三

者
の

距

離
､

交
通

形
態
が

重

要
な

要
件
と

な

る
｡

さ

ら

に
､

育
児
労
働

､

養
老

労
働
も

主

婦
を

家

庭
に

縛
り

つ

け

る

有
力

な

労
働
で

あ

る
｡

し
か

し
､

こ

の

方
は

､

食
事
を

始
め

と
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第 4 表 農村 原人 の 社 会労働参加 と 福祉事 業 の 発展

農 村 帝 人 の 社 会 的 労 働 の 参 加 i 公共食堂の 発展 l 託 児 所 の 建 設

1 9 5 7

○労働参加率 ; 6 0 - 8 0 % ①( 農繁期 の み)

○年間 出勤日1 6 6 日④

○総労働 日の 3 0 % が婦人㊤

散発的iこ あり ⑩ 幼 児 6 00 余万(参

1 9 5 8

○労働参加率; 全婦人労働の 卯 % , 労働日数ほ 過

去 の 数倍 か ら 1 5
,
1 6 倍④

○ 参加率 1 (氾 % に近 い ①

○農業生産 労働 の 3 分 の 1
, 地方 に よ

っ て は 5 0 ～

6 0ヲ左方; 薪人の 手で⑨

○(農村 , 都市 で) 5 5 (泊 万 の 婦人方; 新た に 社会労

働 i こ参加の 患家ガ; 参加伍)

9 0 % の 喪家が 参加⑦ 6 0 0 0万余 の 幼児(う

6 7 7 0 万 , 虔村 の 7 0 % の

劫児 方; 入 る⑧

1 9 5 9

○年間出勤 日 2 5 0 (卦

○絵労働日 の 4 0 - 4 5 % カ'ゝ 原人②

○( 農村〕 新た に 2 0 0 0 万 の 帝人方; 社会タi 働 に 参加

⑥

注 ◎の 1 9 5 7 年 の 原人の 労働参加率 は 人数此 で iまな い れ 3 0 分 ,
1 時間で も参加 し た人 を分子 に

, 仝婦人労

①

④

㊥

④

①

㊥

⑦

㊥

⑨

@

働力人 口を 分母 に して い る と考え ら れ る .

④ の 1 9 5 8 年出勤率ガ;過 去の 数倍カl ら 1 5- 1 6 倍に 増加 した こ と と比 較せ よ .

｢ 論希女運動的新段階 『中国婦女』,
1 9 5 9

,
N o . 1 0

, p . 1 .

王畑 ｢ 人民公社的道路是婦女徹底解放的道路+ 『中国瀞女』,
1 9 6 0

,
N o . 7

ノ p . 2 0 .

亦農 ｢ 人民公社和婦女解 放事業+ 『中国婦女』
,

1 9 5 9
,

N o .
1 8

, p .
5

曹冠群 ｢進一歩解放婦女労働力多快好省地建設社会主義服 務+ 『中国婦女』,
19 5 8

,
N o . 7

, p. 8.
劉加林 ｢ 療女走上 了徹底 解放的道路+ 『中国厨女』,

1 9 6 0
,
N o .

5
, p .

2 8
.

毛斉華 ｢ 充分発揮
`

各尽所能
′

保証生産建設更大躍進+ 『労働』
,

1 9 5 9
,

N o .
1

, p .
8

.

｢ 集体生活福利事業的大発展+ F 中国婦女』,
1 9 5 9

,
N o . 1 8

, p
. 2

.

『人民日報』
,

19 5 9 . 3 . 8
, 社 説.

察 暢 ｢ 高挙 毛沢東思想的旗 乱 造一歩発動寿女為実現 1 9 6 0 年稚続躍進進而奮闘+ 『中国婦女』
,

1 9 6 0
,
N o.

5
, p .

2
.

中共山東省高府県委会 ｢ 心心向食堂, 個 々 愛 食堂+ 『中国婦女』
,

1 9 6 0
,
N o .

2 2
, p .

1 4
.
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第 2 図 公 共 食堂で 各 家庭 か ら煙 が なく な る
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N o . 9
, p . 8
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が
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作
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が
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が
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は
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が
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を
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に
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の

面
の

変
化

も

著
し
い

｡

つ

ま

り

既

存
の

燃
料
に

用
い

て

い

た

作

物
が

ら
を

教
わ

ら

や

肥
堆
に

ょ

り

多
く

使
う
よ

う
に

な
り

､

家

庭

用

燃
料
と

し

て

の

供
給
が

減
じ

た

の

で

は

な
い

か
｡

こ

れ

に

た

い

し
､

公

共

食
堂
は

別
に

各
家

庭
に

燃
料
を

供
給
せ

ざ

る

を

え

ず
､

か

え
っ

て

消

費
用

燃
料
需
要
を

増
大

さ

せ

た
の

で

は

あ
る

ま
い

か
｡

た

だ
､

こ

の

期
間

､

地

方
で

莫
大

な

石

炭
を

掘
っ

た
｡

農
家

燃
料

に

石

炭
が

ど

の

位
入
っ

た

か

が
一

つ

の

鍵
で

あ

る
｡

そ

の

場
合
は

カ

マ

ド

の

構
造
が

問
題
に

な

る
｡

ま

た
､

一

九
五

九

年
か

ら

自
然

災
害
が

び

ど

く
な

る

が
､

そ

れ

に

ょ

っ

て

収

量
が

減
収
し

た

の

み

な

ら

ず
､

作
物
が

ら
さ

え

減
収

し

た

の

で

は

な
い

か
｡

い

わ

ゆ

る

草
た

け
が

伸
び

な
い

現

象
｡

こ

れ

が

農
家

用

燃
料
の

供

給
に

一

層

和

不

利
に

働
い

た

の

で

は

な
い

か
｡

こ

れ

ら

の

問
題
は

資
料
の

限

界

か

ら
､

こ

れ

以

上

明

ら
か

に

で

き

な
い

｡

問
題
と

し
て

残
さ

ざ
る

を

え

な
い

｡

託
児
所
は

､

公

共

食
堂
の

後
退
か

ら

主

婦
が

家

庭
に

復
帰
せ

ざ

る

を

え

な

く
な

り
､

そ

れ

に

随
伴
し
て

起
っ

た
｡

一

九

六
一

年
に

は

季
節
的
な

も
の

を

除
き

､

解
散
し
て

い

る
｡

以

上
の

検
討
か

ら
､

大

躍

進
を

作
っ

た

農
民

の

集

団

的
投
資
を

後
退
さ

せ
､

し

た

が

っ

て
､

大

躍
進
そ

の

も
の

を

挫
折
さ

せ

た

も

の

は

つ

ぎ
の

よ

う
に

ま

と
め

ら
れ

る
｡

①
労

働
強

化
の

是
正

④
圃

場
へ

労
働
力
の

7 0

-
8 0

%
を

固
定

化
す

る

↓↓

④
欄

餅
が
鵬
〉

1

訟
鵬
弛

幣
あ

後
退

1

詣
釦

舶

庭

1

鮎芸霊芝
的

】
堕畢塗里堕姐

こ

の

三

つ

の

要
因
の

中
で

ど

れ

が

最
も

大

き

な

影

響
力

を

も
っ

た

か

は

な
か

な
か

き

め
が

た

い
｡

し

か

し
､

労
働
力
の

欺
か

ら
い

っ

て
､

婦
人
の

解

放
と
そ

の

挫
折
が

最
も

大
き

か

っ

た

の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
｡

こ

の

よ

う
に

み

れ

ば
､

公

共
食
堂

を

維
持
で

き

な

か

っ

た

燃
料
不

足
と
い

う
物
的

限

界
の

下

で

行
わ

れ

た

婦
人
の

解

放

と

農
民
の

集
団

的
投
資
の

増
大
が

､

内
に

も
っ

た

矛
盾
の

必



然
的
な

露
呈
に

ょ
っ

て
､

大
躍

進
を

挫
折
さ

せ

た

と
い

え

よ

う
｡

矧

地

方

小
工

業
の

挫

折
の

要
因

こ

の

間
題
に

か

ん

し

て

は
､

現

在
の

と

こ

ろ
､

仮

説

的
に

述
べ

る

段
階
に

と
ど

め
た

い
｡

資
料
不

足
の

た

め

で

あ

る
｡

石

川

氏

(

し

た
が

っ

て
､

山

之
内

､

尾
上

両

氏
の

見

解
)

ほ
､

先
に

紹

介
し
た

よ

う
に

､

国

内
の

単
一

市

場
に

お

け
る

統
一

価
格

の

成
立

を

暗
黙
の

前
提
に

し

て
､

分

析
を

進
め
て

い

る
｡

中
･

小

( 7 1 ) 大躍 進の 挫 折 と そ の 要因

規
模
方

式
で

は
コ

ス

ト

面
で

採
算
が

と

れ

な
い

業
種
に

ま

で

建
設

が

拡
大

さ

れ

た
こ

と
､

こ

の

こ

と
が

ひ

い

て

は
､

中
央
の

投
資
を

喰
っ

て

し

ま
っ

た

こ

と
､

こ

の

二

つ

が

成

長
を

鈍
化
さ

せ
､

小
工

業
方

式
の

挫

折
に

追
い

込

ん

だ

と
い

う
｡

文

革
以

後
今

日

ま

で
､

農
村

地

方
工

業
は

回

復
し

､

華
々

し

く

発
展
し

て

い

る
｡

し

か

も
､

小

企

業
方

式
で

は

採
算
が

と

れ

な
い

と
い

う

業
種
で

あ

る

｢

小

五

行
+

(

農

機

具
､

製

鉄
･

炭

鉱
､

化

学

肥
料

､

小

発
電
所

､

小
セ

メ

ン

ト

工

場
)

が

地

方
工

業
の

中
心

に

な
っ

て

い

る
｡

さ

ら
に

､

国

家

は

価

格
政

策
と

税
制
で

農
村

､

地

方
に

､

よ

り

多
く
の

資
金
が

残
る

よ

う

な

施
策
を

と
っ

て

来
て

い

る
｡

い

わ

ば
､

地

方
が

､

中

央
が

集

め

う

る

資
金

を

喰
っ

て

い

る

の

だ
｡

現

在
の

中

国

経

済
は

県
以

下
の

地

方
工

業
の

発
展
を

抜

き
に

し
て

は

語
れ

な
い

｡

こ

の

よ

う
な

発
展
を

先
の

石

川

理

論
か

ら

斉
合
的
に

解
釈

で

き
る

で

あ

ろ

う
か

｡

筆

者
は

大

躍
進

後
期
の

県

以

下
の

地

方
工

業
の

挫

折
の

要
因
を

二

つ

に

求
め
二

る
｡

ま

ず
､

第
一

の

理

由
は

中
･

小
工

業
の

労
働
力

を

農

業
(

圃
場
)

へ

配

置
転

換
し
た

こ

と
｡

こ

れ

は

す
で

に

述
べ

た

の

で

説
明
を

繰
返
え

さ

な
い

｡

第
二

が

仮

説

的
理

由
で

あ

る
｡

農
業
生

産
の

減
退
に

ょ

り

原

料
不

足
が

発
生

し
､

新

設
の

地

方

の

農
産
物
加
工

工

場
が

よ

り

多
く

閉

鎖
さ

れ
､

軽
工

業
が

小

型
重

工

業
の

資
金

補
填
の

役
割
を

果

せ

な

く

な
っ

た

の

で

は

な
い

か
｡

第
二

の

仮
説
的
理

由
は

人

民

公

社
､

県
の

経
営
組
織
の

形
態
か

ら

十

分

提
示
で

き

る
｡

つ

ま

り
､

人

民

公

社

や

県
は

そ

の

中
で

統

一

経

営
さ

れ

て

い

る

の

で
､

黒
字
の

企
業
と

赤
字
の

企

業
と

を

同

時
に

経

営
で

き
る

｡

構
成
工

場
の

各
々

に

各
時

点
で

採
算
に

合
う

こ

と

を

要
求

す
る

必

要
は

な
い

｡

第
一

次

五

カ

年
計

画

期
は

､

国

全

体

で

は
､

重
工

業
が

軒
な
み

赤

字
で

､

軽
工

業
と

く
に

食
品
工

業
と

繊
維
工

業
の

黒
字
で

こ

れ

を

補
填
し

て

い

た
｡

こ

の

形
態
が

人

民

公

社
工

業
､

県
工

業
の

中
に

入

れ

込

め
る

か

香
か

の

問
題
で

あ

る
｡

中
国

で

は

こ

れ

を

｢

以

副

養
軽

､

以

転

義
重
+

と

呼
ん

で

い

る
｡

意
味
は

副
業
で

資
金

を

た

め

て

軽
工

業
を

興

し
､

軽
工

業

で

資
金

を

蓄
積
し

て

重
工

業
を

興

す

と
い

う

意
味
で

あ

る
｡

こ

の

観
点

か

ら

み

れ

ば
､

大

躍

進

後
期
の

農
村
軽
工

業
の

動
向

m
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第 5 表 1 9 5 9 年 上期 と 1 9 6 0 年 4 月 の 人 民 公

社 工 業 の 産 業 部 門構 成

1 9 5 9 年上 期い9 6 0 年 4 月(生 産 額 単位)

%0

0

5

4

”

”

0

0

4

3

%3

′

0

7

3

3

4

1

農業生 産財

消 費用

大 工 業, 基 本建 設用

輸出 用

に

こ

そ

焦
点

を

合

わ
せ

て

研

究
さ

る
ぺ

き

で

あ

る
｡

各
人

民

公

社
､

県
ご

と

に

軽
工

業
の

黒
字
が

ど

こ

ま

で

小

型

重
工

業
の

赤
字
を

補
填

で

き

る

だ

け
の

力

を

も
っ

た

か

が

問
題
の

焦
点

と

な

る
｡

現

在
の

と

こ

ろ
､

こ

の

間
題
を

系
統
的
に

検

討
す
る

余
裕
を

も

た

な

い

の

で
､

関
連
す
る

資
料
を

二
､

三

あ

げ

て

お

く
｡

石

川

氏
の

前
掲
の

研

究

論
文
に

よ

る

と
､

一

九

五

九

年
上

半
期
と

一

九

六

〇

年
四

月
の

人
民

公

社
工

業
の

産
業
部

門

構
成

は

第
5

表

の

と

お

り

で

あ

る
｡

第
二

項
の

人
民

公

社

消
費
用
の

軽
工

業
が

低

下

し

て

い

る

こ

と

を

ど

う

考

え

た

ら
よ

い

か
｡

絶
対

量
ほ

増
大
し

た

が
､

農
業
生

産
財
工

業
の

伸
び

が

相

対

的
に

急
で

あ

っ

た

の

か
､

絶
対

量
す
ら

減
少
し

た

の

か

確
認
で

き

な
い

｡

農
業
生

産
財
工

業

は

｢

採
算
的
に

不

適
当
な

業
種
+

に

入

る
｡

こ

の

方
の

伸
び

が

大

き
い

｡

し
た

が

っ

て
､

当

時
の

技
術
条
件
で

は

そ

れ

だ

け

赤
字
が

多
く
な
っ

て

い

よ

う
｡

農
業
の

不

振
で

加
工

原
料
の

不

足
が

発
生

し
､

そ

れ

を

克
服
せ

㍑

ん

と

す

る

動
き

は

多
く

み

ら

れ

る
｡

と

く
に

､

一

九
五

九

年
後
半

か

ら
目

立

つ
｡

五

九

年
七

月

六

日

に

は

『

人

民

日

報
』

が

｢

〝

廃

品
〟

利
用
は

大
い

に

や

る
ぺ

き
こ

と

だ
+

と
い

う

社

説
を

か

か

げ
､

軽
工

業
の

農
業
外
か

ら

の

原

料
獲
得
運

動
を

本

椅
化
し

た
｡

さ

ら

に
､

一

〇

月
一

一

日

に

は

国

務
院
が

野
生

植
物

原

料
の

全

国

的
な

採
集

運

動
を

起
す

指
示

を

出
し

た
｡

圧

巻
は

一

九

六

〇

年
四

月
一

六

日

『

人

民

日

報
』

に

掲
載
さ

れ

た

李
先

念
の

｢

一

連
の

農
産
物

加
工

と

各
種
資
源
の

総
合

利
用
を

大
々

的
に

行
な

お

う
+

と

い

う

報
告
で

あ

る
｡

こ

れ

は

全

国
の

軽
工

業
工

場
が

原

料
の

徹
底
的

利

用
を

推
し

進
め

る

こ

と

を

呼
び

か

け
た

も
の

だ
｡

五

九

年
か

ら

六

一

年
に

か

け
､

農

業
不

振
か

ら
､

軽
工

業
ほ

原
料
不

足
に

お

ち
い

り
､

新
た

に

建
設
さ

れ

た

地

方

小

型

重
工

業
の

､

当

初
は

避

け

ら

れ

な

い

赤
字
を

補
填
す

る

役
割
を

果
し

え

な

か

っ

た

の

で

は

な
い

か
｡

地

方
工

業
の

挫

折
に

た

い

す
る

筆
者
の

二

つ

の

理

由
は

､

抽
象

的
､

理

論

的
に

言
え

ば
､

第
一

理

由
は

地

域
経

済
圏
ご

と

に

内

部

の

農
業

余
剰
の

範

囲

内
で

工

業
が

興
せ

る

か

い

な
か

､

第
二

の

仮

説
的

理

由
は

､

地

域
経

済
圏

内

部
の

軽
工

業
余
剰
の

範
囲
で

重
工

業
が

興
せ

る

か

い

な

か

と
い

い

か

え

る

こ

と
が

で

き

る
｡

こ

の

考
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え

の

根
底
に

は
､

中

国
の

人

民

公

社

方

式
に

ょ

る

経
済
建
設
は

､

階
層
的
な

分

業
圏

を

も

ち

な
が

ら
､

ゆ
る

い

全

国

統
一

市
場
を

形

成

す
る

の

で

な
い

か

と

い

う
予

想
が

あ

る
｡

し
た

が

っ

て
､

石

川

氏
が

試
み

た

よ

う
に

､

全

国
の

単
一

統
一

市
場
を

暗

黙
の

う
ち

に

前
提
し

､

県

営
の

小

鉄
鋼

所
と

鞍
山
の

よ

う
な

国

際
的
な

巨

大
コ

ン

ビ

ナ

ー

ト

の

製
品
コ

ス

ト

を

比

較
し

て
､

地

方
工

業
の

将
来
を

展
望
す
る

と
い

う
方

法
を

と

ら

な
い

｡

と

も

あ

れ
､

第
二

の

仮

説

的
理

由
に

つ

い

て
､

大
躍

進

後
期
の

資
料
か

ら

実
証
研

究
を

行

う

必

要
が

あ

る
｡

㈲

未
解

決
の

商
品

化

食
塩
の

慢
性
的

不

足

山
之

内
､

山

岸

両

論
文
は

､

挫
折
の

一

要
因
を

､

農
村
か

ら

都

市
へ

労
働
力

を

移
動
し

す
ぎ

た

こ

と
に

求
め

て

い

る
｡

こ

れ

は

正

し
い

｡

し

か

し
､

山

之

内

論
文
は

何

故
そ

の

こ

と

が

挫

折
に

つ

な

が

っ

た

か

に

つ

い

て

の

分

析
は

な

い
｡

お

そ

ら

く
､

労
働
力
の

移

動
の

し

過

ぎ
が

農
業
生

産
の

停
滞
に

つ

な

が

っ

た

と

暗

黙

裡
に

考

え

て

い

る

の

か

も

知
れ

な
い

｡

一

九

五

八

年
に

ほ

都
市
で

働
く
従

業
員
数
は

五

七

年
の

二

千
五

五

〇

万

か

ら
い

っ

き
に

二

千

万

人

増
え

､

四

千
五

三

〇

万
に

達
し

た
｡

こ

の

こ

と

は
､

第
一

に

農
業
生

産
に

不

利
に

働
い

た

で

あ

ろ

う
｡

も

っ

と

深
刻
な

問
題
を

作
り

出
し
た

の

が

商
品
化

食
糧
の

不

足
に

拍

車
を

か

け
た

こ

と

で

は

な

か

ろ

う
か

｡

消

費
財
余
剰
が

都
市
工

業

労
働
者
の

数
を

限

界
づ

け
､

こ

の

面

か

ら

も
工

業
発

展
の

上

限
が

き

ま

る
｡

中
国
で

は
､

そ

れ

ま

で
､

ソ

連
の

一

九
二

〇

年
代

と

同
じ

ょ

う
に

､

慢

性
的

な

商
品

化

食
糧

の

不

足
に

悩
ん

で

来
た

｡

大

躍

進

期
に

出
て

来
た

島
村
工

業
化

は
､

理

論
通
り

に

行
わ

れ

れ

ば
､

人
口

の

都
市

化
を

も

た

ら

さ

ず
に

工

業
化

を

進

め

う
る

新

し

い

政

策
で

あ

り
､

商
品
化

食
塩
の

不

足
を

克
服
す
る

の

に

有
効
な

は

ず
で

あ

っ

た
｡

し
か

し
､

結
果
は

逆
に

出
た

｡

一

九

六
一

年
､

六

二

年
に

ほ

都
市
で

食
わ

し
え

ず
､

二

〇

〇

〇

余
万

人

を

農
村
に

返
え

さ

ざ

る

を

え

な

く
な
っ

た
｡

そ

の

理

由
は

二

つ
｡

一

つ

は

言

う
ま

で

も

な
く

､

一

九
五

九

年

か

ら
の

農
業
不

振
で

あ

る
｡

文

化

大

革
命
の

さ

な
か

に

日

本
に

報

じ

ら
れ

た

毛
沢

東
の

一

〇

中

全

会
(

一

九

六
二

年
九

月
)

に

お

け

(

1 2
)

る

談

話
を

引

用

す
る

｡

｢

一

九
五

九

年
お

よ

び
一

九

六

〇

年
に

は

い

く
つ

か

の

誤
り

を

犯

し

た
｡

お

も

な

原

因
は

認

識

と

経
験
の

不

足
に

あ

る
｡

重

要
な

誤
り

の
一

つ

に
､

食
糧
の

政

府

買
付

け

ク

供

出
〟

が

あ

る
｡

買
付

量
は

引
き

上
げ

ら

れ

た

が
､

実
際
に

ほ

そ

ん

な
に

多
く
の

食
糧
は

な
か

っ

た
｡

六

〇

年
に

入

る

と
､

す
ぐ

取

り

か

か

っ

た

こ

の

〝

是
正
″

は
､

実

際
に

は

も

っ

と

早

く
か

ら

始
め

ら
れ

て

い

る
｡

一

九

五

八

年
一

〇

月
の

第
一

次

鄭
州

会
議
が

そ

う

門
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で

あ

っ

た

し
､

同

年
一

一

月
か

ら
一

二

月
に

か

け
て

の

武

昌
会

議
､

五

九

年
二

月
か

ら

三

月
に

か

け
て

の

第
三

次

鄭
州
会
議

､

さ

ら

に

は

四

月
の

上

海
会
議
な

ど
､

い

ず
れ

も

是
正
に

注

意
を

向

け
た
+

｡

実
際
の

生

産
量
が

予

想
し

て

い

た

よ

り

少
か
っ

た

と
こ

ろ
へ

､

供

出
量
の

引

上

げ

を

行
お

う

と

し
､

し

か

も

都
市

従

業

員
が

二

〇

〇

〇
万

人

も

増
え

た

の

で

あ

る
｡

農
村
か

ら

都
市
へ

の

労
働
力

移
動
で

は

な
い

が
､

農
村
内
の

圃

場
か

ら

人
民

公

社
工

業
へ

の

労
働
力

配

置
転
換
も

商
品

化

食
糧
の

不

足
に

拍
車
を

か

け

た
｡

工

場
が

農
村
あ

る

い

は

そ

の

近

在
に

建

設
さ

れ
､

そ

こ

で

働
く

労
働
者
が

農
業
過

程
か

ら

離
脱
し

な

け
れ

ば

商
品

化

食
糧
の

新
ら
し
い

負
担
は

発
生

し

な
い

｡

し

か

し
､

か

り
に

農
村
内
に

工

場
が

建
設
さ

れ

た

と

し

て

も
､

農
業
か

ら

完

全

に

離
脱
し

て

し

ま

え

ば
､

そ

こ

で

働
く

労
働
者
と
そ

の

家
族
の

食

塩
は

商
品
化

食
塩
部
分
か

ら

供

給
さ

れ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

つ

ま

り
､

農
村
工

業
に

常
年
の

固
定
労
働

者
が

増
大
す
る

と

商
品

化

食
塩
の

負
担

が

増
大
す
る

｡

大
躍
進

期
の

農
村
工

業
化
の

過

程
で

こ

の

よ

う
な

事
態
が

発
生

し

て

し

ま
っ

た
｡

人

民

公

社
工

業
の

後
退

と

縮
小

を

正

式
に

宣

言

(

13
)

し

た

李
成

瑞
､

左

春
台
論
文

は

つ

ぎ
の

よ

う
に

言
う

｡

｢

農
業
人
口

か

ら

ど

れ

だ

け
の

労
働
力

を

エ

業
に

引
き

出
せ

る

か

は
､

工

業
発
展
が

必

要
と

す
る

農
業
労
働
力
に

た

い

す

る

需
要
量
に

ょ

っ

て

で

は

な

く
､

主
に

農
業
が

ど

れ

だ

け
の

商
品

化

食
糧
と

工

業
原
料
を

供

給
で

き

る

か

に

ょ
っ

て

決

る
+

と
､

〝

農
村
の

消

費
財
余

剰
が

エ

業
規

模
を

決
定

す

る
″

こ

と

を

述
べ

た

あ

と
､

一

九
六

〇

年
の

農

村
工

業
の

労
働
者
数
が

こ

の

限

界
を

超
え

て

い

る

と

つ

ぎ

の

よ

う
に

言
う

｡

｢

一

九

五

八

年
以

来
､

農
村
で

公

社

工

業
を
お

こ

し
､

農
村

で

労
働
者
が

急

速
に

増
加
し

た

が
､

こ

れ

は

必

要
な
こ

と

だ
｡

し

か

し
､

一

九

六

〇

年
上

半

期
に

は

農

村
人
民

公

社
工

業
の

従

業
員
は

農
村
の

仝

労
働
力
の

三
･

五

%
に

ま

で

発
展
し

､

大

部
分
は

常
年
の

固

定

労
働
者
で

あ

る
｡

こ

れ

は

多
す
ぎ

る
｡

一

九

六

〇

年
下

半

期
か

ら
､

各
地

方

で

す
ぐ
に

適
度
に

縮
小

し

始
め

､

と

く
に

､

多
く
の

常
年
固
定

労
働
者
を

季
節
的
労

働
者
に

代

え
､

よ

り

多
く
の

農
村
労
働
力
を

､

農
業
生

産
の

第
一

線
に

投
入

し

始
め

た
+

農
村
の

全

労
働
力
が

三

億
近

く
で

あ

る

か

ら
､

一

〇

〇

〇

万

人
の

(

u
)

常
牢
固
定

労
働
者

を

農
村
に

か

か

え

て

い

る

こ

と
に

な
る

｡

石

川

氏

が

農
村
工

業
に

重
工

業
を

入
れ

た

こ

と

が

失

敗
の

原
因
の

一

つ

だ

と

い

う
指

摘
ほ

､

氏
が

い

う
よ

う
に

､

採
算
倒
れ

で

あ

っ

た

と

7 4
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い

う
こ

と
よ

り
､

重

工

業
が

､

農
業
の

商
品

化

食
糧
や

農
産
物
原

料
の

供
給
力

を

越
え

る

だ

け
の

､

常
年
固
定

労
働
者
を

作
り

出
し

た

こ

と
に

求
め
れ

ば
､

正
し
い

｡

農
産
物

加
工

工

業
は

多
く
は

季

節
的
で

あ

る

の

に

た

い

し
､

重
工

業
は

年
間
を

通
し

て

挽
業
す

る

割
合
が

高
い

か

ら

で

あ

る
｡

し

か

し
､

氏
に

は

こ

の

指
摘
は

な
い

｡

農
村
か

ら

都
市
へ

二

〇

〇

〇

万

人
､

農
村
内
で

圃
場
か

ら

農
村

工

業
の

常
年
固
定

労
働
者
と

し

て
一

〇

〇

〇

万

人
｡

五

七

年
に

此

し
て

三

〇

〇

〇

万

人
を

養
う

商
品

化

食
糧
を

ど

う
や

っ

て

調

達
す

る

か
｡

一

九

五

七

年
の

都

市

従

業
員
二

千

五

五

〇

万

人
､

家

族

を

入

れ

て

都
市
人

口
一

億
人

｡

こ

れ

だ

け
の

都
市
人
口

を

養
う
だ

け

で
､

中

央
は

大

変
苦
労
を

し
て

来
た

｡

そ

こ

へ

新
た

に

三

〇
〇

〇

万

人
が

い

っ

き

に

増
加
し

た

の

で

あ

る
｡

大
躍
進
の

挫
折
は

こ

の

点
に

も

求
め

ら
れ

る
｡

㈲

ソ

連
の

経
済

･

技
術
協
定
の

破

棄

中
国

側
は

ソ

連
の

背
信

行

為
に

ょ

っ

て

ど
の

く

ら
い

の

経
済
的

打
撃
を

蒙
っ

た

か

は

発
表
し

て

い

な
い

｡

ソ

連
側
は

一

九
六

三

年

中
ソ

両

国
の

共

産
党
中

央
の

論
戦
の

な
か

で

公

表
し

た
｡

有
名

な

ス

ー

ス

ロ

フ

報
告
で

あ

る
｡

ソ

連
が

一

九
五

〇

年
代
に

中

国
に

た

い

し
､

ど
れ

だ

け
の

近

代
産
業
を

育
成

し
て

や

っ

た

か

と

い

う

点

を

焦
点
に

し
て

報
告
が

な
さ

れ

て

い

る
｡

こ

こ

で

そ

の

内

容
に

つ

い

て

紹
介
す
る

紙

幅
が

な
い

｡

こ

こ

で

は

直

接
的
な
ソ

連
の

圧

力

の

他
に

､

貿
易
上
の

圧

力
に

つ

い

て

仮

説
を

提
示

し

て

お

く
｡

一

九

六

〇
年
下

半
期
以

後
､

ソ

連
ほ

通

常
の

貿
易
面
で

､

部
品

と

石

油
の

供
給
を

停
止

し
た

の

で

は

な
い

か
｡

部
品

は
､

プ

ラ

ン

ト

窺
と

ラ

イ

ン

の

組
立
工

程
を

経
る

工

業
部
品
で

あ

る
｡

た

と

え

ば
､

自
動

車
､

ト

ラ

ク

タ

∴

ミ

シ

ン

な
ど

で

あ

る
｡

こ

れ

ら
の

産
業
の

生

産
高
が

一

九

六

四
､

六
五

年
ま

で

回

復
し

な

か

っ

た

事

実
と

､

一

九
六

二
､

六

三

年
頃
日

本
か

ら
の

合
金

､

特
殊
鋼
の

輸

入
が

増
加
し

て

い

る
｡

自
動
車
や

ト

ラ

ク

タ

ー

は

部
品

一

つ

作
れ

な

け

れ

ば

九

九
･

九

%

完
成

し

て

い

て

も

製
品
に

は

な

ら

な
い

｡

日

本

か

ら

輸
入

し
た

合

金
､

特
殊
鋼
で

部
品

の

製
品

を

作
ろ

う

と

し

た

の

で

は

な
い

か
｡

石

油
の

供
給
の

停
止

は
､

大
慶
油
田

の

開
発
と

嘉
は

ら
に

な
っ

て

い

る

の

で

ほ

な
い

だ

ろ

う
か

｡

大
慶
が

工

業
建
設
で

自
力

更
生

の

モ

デ
ル

に

な
っ

た

政

治
的

意
味
あ

い

を

含
め
て

考
え

て

み

る
ぺ

き
こ

と
で

あ

ろ

う
｡

い

ず
れ

も

仮
説
で

あ

っ

て
､

現

在
の

と
こ

ろ
､

推
測
の

域
を

出

な
い

｡
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4

結
語
に

か

え

て

前

項
の

蓄
積
メ

カ

ニ

ズ

ム

か

ら

み

た

挫

折
の

要
因
の

な
か

で
､

川
か

ら

㈲
ま

で

は

い

ず
れ

も

農
業
生

産
の

不

振
と

深
く

関
係
し

て

い

る
｡

大

躍

進
の

挫
折
の

最
も

大

き

な

要
因
は

こ

れ

に

帰
着
で

き

ょ

う
｡

こ

の

問
題
は

あ

ま

り

に

も

大

き
い

の

で
､

避
け
て

通

ら
ざ

る

を

え

な
か

っ

た
｡

大

躍

進
が

農
業
の

基
本
的
な

安
定
を

も

た

ら

す

水

利
建
設
や

植
林
か

ら

起
り

､

農
業
生

産
財
は

都
市
工

業
の

み

な

ら

ず
､

農
村

内

部
の

エ

業
化

で
､

供
給

量
は

著
増
し

た
｡

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

農
業
の

大

後
退

を

も

た

ら

し
た

の

は

何

故
か

｡

さ

ら
に

､

大

躍
進

期
に

は

史
上

始
め
て

､

一

千

何
百

年
か

続
い

て

来

た

完
成
さ

れ

た

高
度
の

農
法
の

変
革
に

手

を

つ

け
た

｡

変
革
の

試

み

自
体
の

中
に

､

挫
折
へ

の

契
機
が

入
っ

て

い

た

の

か

も

知
れ

な

い
｡

に

も
か

か

わ

ら

ず
､

一

九

六
三

年
以

後
､

と

く
に

文

革
以

後

の

安
定

的
な

農
業
発
展
は

大

躍
進
期
に

試
み

ら
れ

た

技
術

改
革
の

ワ

ク

の

中
で

行
な
わ

れ

て

い

る
｡

こ

れ

は

何
故
か

｡

自
然
災
害
や

水

利
化

､

水

田

化
に

ょ

る

ア

ル

カ

リ

化
に

よ

る

農

業
の

後
退
は

起
っ

た

で

あ

ろ

う
｡

し
か

し
､

わ

れ

わ

れ

に

と
っ

て
､

現

在
最
も

重

要
な

の

は
､

一

千

何

百

年
来
の

完
成
さ

れ

た
､

体

系

を

も

っ

た

中
国
農
法
が

､

大

躍

進
期
に

､

ど
こ

が

変
革
さ

れ
､

ど

の

部
分

が

挫
折
に

つ

な
が

り
､

ど

の

部

分
が

新
し
い

萌
芽
と

な
っ

閃

た

か

を

見

極
め

る

こ

と

だ

と

考
え

る
｡

世

界
の

冠
た

る

文

明
を

物

的
に

支
え

た

の

は

そ

の

体

系
を

も
っ

た

農
法
に

あ

る
｡

労
働
組
織

､

耕
作

方

法
､

そ

れ

に

適
合

し
た

農
具
な

ど

ど
の

一

つ

も

個
別

的
､

部
分

的
に

ほ

動
か

し

え

な
い

ほ

ど

体

系
づ

け

ら

れ

て

い

た
｡

し
た

が
っ

て
､

こ

の

変
革
の

困

難
さ

は

白

紙
に

字
を

書
く

よ

う

な
工

業

化
と

は

比

較
に

な

ら

な
い

で

あ

ろ

う
｡

大
躍

進
と

は
､

農
民
が

史

上
に

始
め
て

､

こ

の

課

題
に

挑
戦
し

た

の

で

は

な
い

か
｡

ま
た

､

一

度
の

挑
戦
で

､

簡
単
に

､

新
し

い

よ

り

高
度
の

生

産
性
を
も
っ

た

農
法

体

系
が

築
け
る

と

考
え

れ

ば
､

こ

れ

は

歴
史
を

冒
漬
す
る

も

の

で

あ

ろ

う
｡

中
国
共

産
党
が

自
立

的
民

族
経

済
と

国

家

建
設

に

成

功
す
る

か

香
か

の

究
極
的
な

鍵
も
お

そ

ら

く
こ

こ

に

存
在

す

る

よ

う
に

思
わ

れ

る
｡

中
国
の

大

衆
が

大

躍
進
期
に

こ

の

課
題
に

ど
の

よ

う
に

挑
戦
し

､

敗
退
し

て

い

っ

た

か
､

敗
退
の

中
で

何
を

つ

か

ん

で

今
日

根
づ

か

せ

て

い

る

の

か
､

お

そ

ら

く
､

近

代
の

中

国

農
村
経
済
を

規
定
し

た

農
法
の

み

な

ら

ず
､

さ

ら
に

古
い

時
代

ま
で

さ

か

の

ぼ

っ

た

研

究
が

待
た

れ

よ

う
｡

最
大
の

研

究
課
題
に

つ

い

て

は

問
題
点
だ

け

を

指
摘
し

て

お

く
｡

(

1
)

拙

稿

｢

中

国
が

め

ざ

す

新

し
い

経

済
社

会
+

､

｢

土

に

根
づ

く

中

国

経

済
+

､

『

世

界
』

､

夫
々

一

九

六

九

年
六

月

号
､

一

九

七

二

年
一



一

月

号
｡

(

2
)

｢

中

国

共

産

党
第
八

届

中

央
委

員
会

身
十

次

全

体

会

議
的

公

報
+

『

紅
旗
』

､

一

九
六

二

年

十
九

期
､

三

頁
｡

(

3
)

拙
稿
｢

大

躍

進
の

再
評

価
+

『

ア

ジ

ア

経

済
』

､

一

九

六

七
､

十
二

月

号
｡

(

4
)

拙
稿

｢

大

躍

進

政

策
の

形
成
過

程
+

『

ア

ジ

ア

経

済
』

､

一

九
六

九

年
､

一

二

月

号
｡

(

5
)

李
超
｢

許

昌

専
区

的

農

具

改

革

運

動

是

忠

様

発

展

超
来

的
+

『

経

済

研

究
』

､

一

九

五

八

年
八

期
､

三

〇

頁
｡

(

6
)

管

大

同

｢

論
労
働
的

節

約
+

『

経
済

研

究
』

､

一

九

六
一

年
､

一

号
､

二

〇

頁
｡

(

7
)

『

人

民

日

報
』

一

九
五

八

年
一

月
二

八

日
､

二

頁
｡

(

8
)

｢

湖

南
農
民

運
動
考

察
報

告
+

『

毛

沢

東
選

集
』

一

巻
､

三

三

頁
｡

(

9
)

周

恩

来

報
告

『

新

華
半

月

刊
』

一

九
五

九

年
十

七

期
､

二
一

貞
｡

(

1 0
)

｢

関

於
人

民

生

活

問
題
+

『

新

華

半

月

刊
』

､

一

九

五

九

年
､

一

期
､

一

九

頁
｡

(

1 1
)

A
.

L
.

∽
t

r

O
ロ

甲

T
F
e

空
s

e

｡
{

t

F
e

C

F

ど
e
∽

e

勺
e

O

勺
-

告

C
O

m
m
亡

ロ
e

S
-

ワ

N

-

叫
.

裕

島

祐

『

人

民

会
社
』

勤

草
書

房
､

一

三

三

頁
よ

り

引

用
｡

(

1 2
)

『

毎
日

新

聞
』

､

一

九

六

七

年
三

月

九
日

｡

(

1 3
)

李
成

瑞
､

左

春

台

｢

人

民

公

社
工

業

的

創
建

､

軍

団
和

発
展
+

『

紅

旗
』

､

一

九
六

一

年
八

期
､

二

五

頁
｡

(

1 4
)

一

九

六

〇

年

春
に

は

五

〇

〇

万

人

と
い

う

数

字
も

あ

る

(

『

人

民

日

報
』

一

九
六

〇

年
一

月
二

七

日
､

詰
責
林
論

文
､

『

紅
旗
』

､

一

九
六

〇

年
､

六

期
)

｡

(

ア

ジ

ア

経

済

研

究

所
職

員
)

( 7 7) 大躍進 の 挫折と そ の 要因
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